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緒 看

肺の結核性病巣のうち,硬化性病巣と云われ

る一群の病巣は今 日の進歩 した化学療法によっ

ても充分な治療効果,即 ち,癖癌性治癒を期待

し難いとされているものである｡ このような硬

化性病巣の病理組織学的特徴は,所謂病巣被膜

に類上皮細胞及び Langhans氏巨細胞等よりな

る結核の特異性炎と云われている組 織 像 が 少

く,主として結合織性の被膜がみられることで

ある｡ このような被膜には層状をなす腰原線維

をみる事が多 く, この層状の腰原線維を主体と

する結合繊性被膜の存在が,硬化性病巣の療痕

性治癒を阻書 している原因の一つではないかと

考えられる｡

昭和33年 5月以降,切除結核腫中の病巣,空

洞切開術の病巣開放時及び筋肉弁充填による閉

鎖時に得 られた空洞壁を主たる検討 材 料 と し

て,結核性病巣殊に硬化性病巣の被膜に於ける

腰原線維の組織化学的検討を行い,硬化性病巣

の療痕性治癒が困難なことと,病巣被膜の層状

の腰原線維の性状 との関係について若干の知見

を得たのでこゝに報告 したい｡

従来の腰原線維染色法の検討

結合組織のうち,酸性多糖類を中心とした基

質の組織化学的検討法については,既に多 くの

方法が発表されてお り,病的状態に於るその変

化についても既にい くつかの研究成績が発表さ

れている｡併 し乍 ら腰原線維の組織化学的検討

法については未だ適当な方法が確立 されていな

い現状である｡

そこで,現在広 く行われている腰原線維の染

色法のうち,比較的操作の簡単な染色法である

VanGieson民法及び Mallory民法 を と りあ

げこれ らの方法が月割戻線維の組織化学的研究に

応用 し得 るものであるか否かについて検討を加

えてみた｡即ち,大黒鼠尾瞳より抽出し試験管

内で再線維化 した腰原線維及び切除結核肺中の

乾酪性病巣を材料 として,この 2つの染色法を

比較検討 し,第 1表の如き成績を得た｡ これを

まとめてみると次のようになる｡

1) 再生腰原線維は Mallory民法に よ っ て

は濃 くアニ リンブルーをとり,よ く染色される

が,VanGieson民法では殆ど酸フクシンをとら

ず,染色性はよ くない｡

2) 硬化性病巣に於いては,被膜の腰原線維

の染色性は Mallory民法及び VanGieson民法

の間に認 むべき差はみ られない｡

3) 一方,空洞切開術に於いて,病巣の閉鎖

時に採取 した病巣壁では,本来存在 していたと

思われる古い腰原線維は両法に同程度に染色 さ

れるが,開放療法の間に新 しく投 じたと思われ

る非特異性肉芽の部分の腰原線維で はMal]ory

民法の方が VanGieson民法よりもはるかによ

く染色 し得 る｡

腰原線維を構成 している所謂 コーラゲ ン蛋白

には稀酸とか酸性の緩衝液によって抽出可能な

可溶性 コーラゲ ンとこれ らの方法によっては抽

出し得ない不溶性 コーラゲ ンとにわけられ, こ

れ らのうち可溶性 コラーゲ ンについて Orekho-

vitch等は不溶性 コラーゲ ンの 前駆体であり,

幼君な動物の方に成熟 した動物よりも多 く含ま

れていると述べている｡従って病的組織に於い

ても硬化性結核病巣の被膜の腰原線維に比較 し
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第 1表 VanGieson民法及び Mallory氏

法の染色所見の比較

試験管内
にて再/t
した腰原

硬化性病
巣被膜の
層状の酵
原線維

軟化融解j

巣の酵蝋
線 維

琶SlrliOiry民望 (≠)1(≠) (≠)

非肉
原

!

畏 競 sn氏法 ｡土日 ｡≠) 巨 +) (工)

話 iこ色素を殆どとらないもの,+ 緑経が うす

く色素をとっているもの, ≠ 線維がふつう

に色素をとっているもの.色素はMallory民
法ではアニリンブルー,VanGieson氏江で

は酸フクシンである.

て,新 しい肉芽組織の鷹原線維の方が 可溶性 コ

ラーゲ ンをよ り多 くもっていると考 え られ るO

牒原線維 に於いて, これ ら2種の コラーゲ ン蛋

白がどのよ うな割合で,又 どのよ うな状態で存

在 しているかと云 う点 は末 だ不明であるが,llJ二

!l:_腰原線維及び新 しい非特異性 肉芽の染色成績

か らして,Mallory氏法は古い主 と して不浴性

コラーゲ ンか ら成っている腰原線維 とともに,

末 だ新 しい可溶性 コラーゲ ンも多 く含んでいる

ような線維を も染色す るが,一方 VanGieson

氏法は主 と して不溶性 コラーゲ ンか ら成ってい

る線維を染色す るものと考え られ る｡

従って,硬化性結核病巣の被膜の如 く., Lll-L､

鷹原線維 よ り成っているよ うな材料 を検討 し以

Tに述べ るような月劉頁線維の抵抗性を染色所見

か ら論ず るにはむ しろ VanGieson民法の方が

適 しているものと考え られ るo

硬化性病巣被膜の腸原線維の生化学的な強 さ

の検討

硬化性小紺各性病巣が現在の進歩 した化学療法

によって も尚充分な疲痕性治癒を期待 し難い理

由の一つは,病巣被膜にある層状の腰頂線維が

新しい肉芽組織の病巣内-の進入を阻告 してい

るためではないかと考え られ る｡そ こで この被

膜の惜原線維が実際に新 しい肉芽組織の進入を

阻直し得 る程に強い ものであるか否かを知 る目

的で,それの蛋白分解酵素に対す る抵抗性を検

討してみたo

実験材料は切除結核肺か ら得た各種の乾酢性

病巣及び空洞切開術の際に-得た空洞壁で, これ
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らを Carnoy氏液によって問定,パ ラフィ ン切

片 と して使用 した｡病理組織学的検討のために

は- マ トキ シ リンエオジ ン染色,VanGieson

氏染 色, Mallory氏染色及び pH4.0, 0.1% ト

ル イヂ ンブルー溶液による染色を行った｡蛍白

分解酵素 と してはペプシン及び トリプシンを使

用 し,その実験方法は第 2表の如 くである｡

実験成績に考按を加えなが ら述べてみ ると次

のようになる｡

第 2表 蛮白分解酵薫による消化試験法

酵/lJT,i液の組成

1) ペソシン溶液
ペプシン未 ().5g

濃 揖 酸 (Spl.18〕 0.2cc

蒸 溜 水

2: トリ7シン溶液

トリプシン末

無水炭酸ソーダ
薫 溜 水

1()().Occ

0.5g

()∴ig
100.Occ

対照 : 上し,'Li紬戊のものを'*々10分 以上 ,祢弗

したもの

作用‖邪ij: 5分,lo介,15分,3()分
作吊吊変 : 38OC

染 色 法 : VanGieson氏染色

病 巣被膜の腰 頂線維に対す るペプシンと トリ

プシンの作用を比較 してみ ると, トリプシンに

よっては曙帰線維は 2時間 後に於いて も軽い変

化を うけるのみであるが,ペプシンによっては

かな りの変化を うけ, 1時間で も殆どi削 ヒされ

て しまうものが多いように思 われるO

トリプシ ンの作用 では曙頂線維は多 くの場合

萎縮 したようにな り, 車 には史に細 い 線維にわ

かれたような所見 もみ られ るが, 2時間迄の作
用時間ではそれ以上の変化は認められない｡

一方,ペプシンによる腰板線維の変 化は次の

ような頗序で進行す るO即ち,先ず線維の輪廓

が 多少不解 明とな り,染色性がや ゝ変化 し,つ

づいて線維 と しての形が くずれて,里に酸 フク

シンをとる物質 が腰 原線維の存在 していた部分

に不規則な形で散在 しているのみとな り,遂に

は酸 フクシンを とる部分は全 く認める車がrLLJI来

な くな るC

このよ うに, トリプシンは腰原線維を精 々数

本の更に細い線維 に分かち得 るのみで,線維を
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構成 しているコラーゲ ン蛋白に対する作用はあ

まり強 くないように思われる｡これに対 して,

ペプシンはコラーゲン蛋白に作用 してこれを酸

性溶液中では溶ける状態に迄分解するものと考

えられる｡西原及び宮田によれば,ペプシンは

コラーゲ ン蛋白の分子を分解 してポ リペプチ ド

にするのではな く,分子と分子の結合部に作用

して,不i容性 コラーゲンを可溶性にする作用を

もっていると云われている｡従って,ペプシン

に対する豚原線維の抵抗性は,豚原線維を構成

しているコラーゲ ン蛋白の分子個々の抵抗性よ

りはむ しろ線維 として結合 している状態での抵

抗性を示 しているものであり,従ってペプシン

による抵抗性試験は線維としての強さを示す指

標としてもよいのではない かと考えられるので

ある｡

次に,各種の乾酪性病巣被膜の贋原線維のペ

プシンによる変化の程度を比較検討 して み る

と,層状の腰原線維によって被包 されている硬

化巣では,乾酪性物質に接 した部分は10-15分

の作用では他の部分の贋原線維に比較 して変化

が軽度であり, 1時間後に於いて,他の組織が

殆ど消化され溶解 しきっても,尚屡 々酸フクシ

ンをとる部分が残存 している｡ このような部分

は殆ど全例に於いてメタクロマヂア陽性を示 し

ているのである｡この部分の腰原線維は,その

蛋白がある種の変性をおこしてお り,そのため

に分子間の結合状態がより強国となっていると

も考えられるが,叉一方,メタクロマヂア染色

所見から,メタクロマヂア陽性を示す物質が線

維 と結合 しているためにペプシンの作用を受け

に くいのではないかとも考えられるのである｡

一方,壊死物質を中心として腰原線維が放射

状に走 り,壊死物質内及び被膜-の細胞浸潤も

多い軟化融解 しっ ゝある乾酪巣では,ペプシン

による月琴原線維の変化はどの部分もほぼ同程度

で,特に変化の少い線維はみられない｡ このよ

うな線維ではメタクロマヂアは多 くの場合陰性

である｡

この病巣被膜に於ける腰原線維のペプシンに

よる変化の程度を他の組織にみられる腰原線維

と比較 してみると,血管壁の腰原線維はかな り

京大結研紀要 第 8巻 第3号

強 く,硬化性病巣被膜の線維が殆どその形を失

っても,尚線維の形を保っているが,一方,肋

膜の腰原線維は病巣被膜のそれに比較 してや ゝ

抵抗性が弱いようである｡

このように,硬化性病巣の被膜では層状の構

造を示す腰原線維が多 く,特にその内層のもの

はペプシンに対する抵抗性が大であ り,線維と

して丈夫であるという事実は,生体内に於いて

もこの線維は容易に破壊 されないであらうと考

えられる｡従って,このような層状の腰原線層

の存在が新 しい肉芽組織の病巣内-の進入を阻

止する一因とな り,これが硬化性病巣の吸収療

痕化 し難い原因の一つとなっているのではない

かと考えられる｡ この事は,空洞切開術に於い

て,病巣開放時の被膜と閉約時のそれとを比較

してみると,よ く理解出来るように思われる｡

即ち,空洞切開術では主として難治な硬化性病

巣がその対象 となっているのであるが,切開時

に内面を掻僅清拭 した後の被膜には,やはり層

状の腰原線維がこの操作に抵抗 して 残 っ て い

る｡これが,開放療法を行った後の 閉 鎖 時 に

は,線維層内-の多核白血球の浸潤がみられ,

叉病巣内-多核白血球を伴った新 しい肉芽組織

の進入がみられ,ペプシンによって比較的簡単

に消化されるのである｡ このような状態のとこ

ろに有茎性筋肉弁を充填することによって,柄

巣の療痕化が招来されるものと考え る の で あ

る｡

結 論

以上,硬化性結核病巣の難治であると云う事

を病巣被膜の腰原線維の性状の検討 か ら追 求

し,併せて現今広 く使用 されている腰原線維染

色法についても検討 してみた｡ これを簡単にま

とめてみると次のようになる｡

1) Mallory氏染色法と VanGieson氏染色

法 とを比較 してみると,Mallory民法では不溶

性 コラーゲンを主体とした線維のみでな く,可

溶性 コラーゲ ンを多 く含んでいるような線維も

染色するが,VanGieson 民法は前者を主とし

て染色するものと考えられる｡

2) 硬化性病巣の被膜の腰原線維は主 として
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不溶性 コラーゲ ンから構成 されているものと考

え られる｡

3) 腰偵線維の強固さの検討には, トリプシ

ンよりもペプシンの方が適 している｡

4) 硬化性病巣の被膜のうち,特に乾酪性物

質に接 した部分の層状の月別;JI線維は他の部分の

それに比較 してペプシンに対する抵抗性が大で

ある｡

5) 軟化融解巣に於 い ては,腰原線維のペプ

シンに対する抵抗性ほどの部分も略々同程度で

あって,一般に硬化巣の被膜に比較 して短い時

間の酵素作用によって線維の変化がみ られる｡

6) 従って,硬化性病巣被膜の月琴,原緑経のう

ち, 乾酪性物質に接 した部分のものが,特に強

固であり,そのような月割貞線維が硬化性病巣に

於ける新 しい肉芽組織の巣内-の進 入 を 阻 止

し,その吸収療痕化を阻告 しているのではない

かと考え られる｡
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写真 1 硬化性病巣に於け

る層状の腔原線維(VanGie

son氏染色,100×)

写真 2 硬化性病巣に於け

る層
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-157-写真 4 新 しい

非特異件肉芽組織 (VanG

ieson氏染色,
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写真10硬化作柄渠被膜の
勝 原親潮[三,

PepsinlO分
間作用後
,
(VanGieson
氏染色
,
100×〕乾酪件
物質に近いところ程線維

の形はよく残っ
ている.第 1.2図と同

一の標木写真11 軟化融解県の被膜

LVan
Gieson氏染色,5

0×)写真12 軟化融解渠の被膜

Pepsin 5分 間r川 l後

,(VanGieson

氏染色)一木一本の線維

としての形は認めに くくなってい


